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LV8702VSLDGEVK

ステッパモータドライバ
モジュールソリューションキット
クイックスタートガイド

��

LV8702VSLDGEVBはオンセミコンダクターのモータドライ
バ、LV8702Vを�いてステッパモータを�
に��するため
に��されたモジュールです。

Arduino�Micro1)による��が��で、��のベースボードに
�モジュールとArduino�Microを�み�わせれば、モータ��
�	の��です。

GUIとオープンソースのAPI
#を$って、�
、すぐにモ
ータを�すことができます。

��

•�VCCmax�=�36�V,�IOmax�=�2.5�A2)

(OUT_A-B�、OUT_C-D�それぞれ)
•�24�V�アプリケーションに%�(VCC�=�9～32�V&')

•�モータの��は1�のパルス��が��し、�らかな�	
(マイクロステップ)や
��に()

•�フル、ハーフ(2パターン)、1/4ステップの4パターンの�/が
��

•�モータ��や、���0に�わせて��な��に��する

���	が��(ハーフ、1/4ステップ�/1)

•�ICおよびモータの��を�え、�	、��の(�に��
•�ユーザフレンドリーなGUIで	*チェックができ、サンプルプ
ログラムの��が� 

さらに�しい�7の89は↓のURLからご��ください
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/product.do?id=LV8702V

1) Arduino/GenuinoはArduino AGの����です。
2) この��、��を�えるストレスは、デバイスにダメージを�える���があります。これらの�を�えた��は、デバイスの�
��を�ない、ダメージが�じたり、���に��を�ぼす���があります。また��� により、IOmax!"の��でもICが
#$し、��が%&することがあります。

www.onsemi.jp

Figure 1. LV8702VSLDGEVB Board

EVAL BOARD USER’S MANUAL

Figure 2. ONBB4AMGEVB Board with
Arduino Micro and LV8702VSLDGEVB

Board

http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/product.do?id=LV8702V
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��なもの

•�PC 
&'OS：Windows 7/Windows�10, 64 bit 
インターネットに<�されていること 
(P3 『TimerOneライブラリのインクルード』1のみ) 
ArduinoIDE 1.8.4がインストールされていること3) 
Administrator�(���)=�をもつユーザであること

•���
ACアダプタ @A�B：9～32�V 

@A� ：～5�A 
コネクタEF：センタープラス、 
,HI＝2.1�mm、JI＝5.5�mm 
WSU120-1000�(TRIAD Magnetics")&' 
または# K/L��、M�$%

キットの��

ハードウェア

•�LV8702VSLDGEVB：モータドライバモジュール

•�ONBB4AMGEVB：ベースボード

•�Arduino Micro

•�USBケーブル(Micro B-A)

•�マイナスドライバ
•�ステッパモータMDP-35A�

(R��&セイミツ�、ステップ'＝�7.5°、12�V/300�mA)× 1U

ソフトウェア

V(リンクのW"サイトにY)している、LV8702VSLDGEVK�Software�(Japanese)にZVのファイルがすべて
H*されています。
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/evalBoard.do?id=LV8702VSLDGEVK

. . . Arduino IDEインストーラー

. . . GUIおよび.NET Framework4.6.1のインストーラー

. . . .NET Framework4.6.1の�	ファイル

. . . API�+ライブラリ

. . . GUI.Arduinoプログラム

. . . GUIの�	ファイル

3) 2なるバージョンでは45に��しない6��があります。インストールされていない��はAppendix (7
�8)を9:してく
ださい。

http://www.onsemi.jp/
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/evalBoard.do?id=LV8702VSLDGEVK
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ソフトウェアのセットアップ

%\にダウンロードしたzipファイルを_)して、
`にaっているフォルダ

をPCのおcきなディレクトリにダウンロードしてく
ださい。(f：デスクトップまたはライブラリ￥ドキ
ュメント)

APIライブラリのインクルード

ZVのijはArduino�Microを<�せずに,ってく
ださい。

1. をダブルクリックし
て、ArduinoIDEを-ちkげます。
(ArduinoIDEのインストールl.は 
Appendix�(/01m)をn2してください)

その3\めて-ちkげる1にはV(のメッセ
ージがでますので「OK」を4oします。

2. APIライブラリのインクルードを,います。 
Vpのように、
「スケッチ→ライブラリをインクルード 
→.ZIPrsのライブラリをインストール…」
を4oしてください。

ダイアログが56されるので、 
API
#ライブラリ「LV8702_APILibrary」を
Vpのように4oして「)く」ボタンをuし
てください。

(ダブルクリックすると、7しくインクルード
できません)

このijは、API
#ライブラリをwxするy�
などを8き、9り:し{,する|;はありません。

TimerOneライブラリのインクルード

APIライブラリのインクルードと}Fに、「スケ
ッチ→ライブラリをインクルード→ライブラリを�
�…」を4oしてください。

ライブラリマネージャが-ちkがりますので、k
<の「�=フィルター」に「TimerOne」と�ち>ん
でください。

*;�のスクリーンキャプチャは>�?のものを@Aしています

http://www.onsemi.jp/
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インストールの�/が56されますので、「Timer
One」を4oし、インストールしてください。

Arduinoプログラムのコンパイル 

・Arduinoへの�き	み

1. 「ツール→ボード」でVpのようにArduino/
Genuino�Microを�/します

2. 「スケッチ→�?・コンパイル」を{,して
ください。

エラーが@ければ「コンパイルが��しまし
た」と56され��となります。

3. PCとArduinoをUSBケーブルで<�します
<�したシリアルポートを��し、 
Vpのようにチェックをaれます。

4. 「スケッチ→マイコンボードに�き>む」か

をuしてArduinoにプログラムを�き>み
ます。

http://www.onsemi.jp/
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�き>みのA`でArduino�Micro�bootloaderが
インストールされます

7�に�き>めたy�は 
「ボードへの�き>みが��しました。」 
が56されます。

Arduinoに�き>んだプログラムは、�き�え
ない�りBえることはありません。
プログラムの�き>みに��したy�は、 
�ページ1.ボード�の��、3.シリアルポー
トの<���を,ってください。

Arduinoプログラムの�き
え

ZVの1. 2.にあてはまるy�は�CでArduinoに�
き>んだプログラムを�き�える|;があります。
1. API
#ライブラリをwxするy�
a)��API
#ライブラリの�8 

MyDocument\Arduino\librariesを)き
LV8702_APILibraryフォルダを�8してく
ださい。

b) API
#ライブラリのインクルード 
%xDのAPI
#ライブラリをPCのおcき
なディレクトリに��してください。
(P3「ソフトウェアのセットアップ」n2)
��した%xDのAPI
#ライブラリをイ
ンクルードしてください。
(P3「APIライブラリのインクルード」n
2)

c) Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduino への�き>み 
(P4 Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoへの�き>み」n2)

2.�のモジュールのテストを,うy� 
(すでに�のモジュールに��したAPI
#ラ
イブラリがインクルードされているy�)
k(1.のc)Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoへの�き>み 
を,ってください。 
ただし�のモジュールを�めてテストするy
�はそれぞれのマニュアルに�って�iして
ください。

GUIのインストール

1. の`の

をダブルクリックで{,し、
ZVのようにインストールijをEめてくだ
さい。

※すでに�GUI�(ON_MD_Module_Kit_GUI)が
インストールされていて、%xGUIをインス
トールするy�は、��GUIをk�きwxし
ます。(アンインストール�;)

2. NET�Framework4.6.1がインストールされてい
ないy�はVのダイアログが56されますの
で「} する」をuしてください

インストールが�まります
(このインストールには#¡かかります)

http://www.onsemi.jp/
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.NET�Frameworkのインストール��¢、Vのダイ
アログが56されたy�は、「はい」を4oし、£

F�¢に をダブルクリックしてGUIの
インストールを£)してください。

3. GUIのインストールを,います 
「Gへ」をuしてください

4.インストールするフォルダを�/します
Hに�/がなければこのまま「Gへ」をuし
てください

「Gへ」をuしてください。

ユーザアカウント��のアラートがダイアログ5
6されますので、「はい」を4oしてください。
V(IJが56されます。インストールは��で
す。

V(のように、デスクトップにGUIショートカッ
トアイコンがi�され、Windowsスタートメニュー
にプログラムがK¦されたことを��してくださ
い。

デスクトップショートカット

スタートメニュー

http://www.onsemi.jp/
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ハードウェアのセットアップ

1. ONBB4AMGEVB�(ZV、ベースボード)に
LV8702VSLDGEVB�(ZV、モータドライバモ
ジュール)を<�します。ピンヘッダが©がら
ないよう、L しながらªまで«し>んでV
さい。

2. Arduino/Genuino�Micro�(ZV、Arduino)をpの
ように<�します。ベースボード¬に®か
れている、『←USB』をM¯に°きを�Nえ
ないように<�してVさい。

1.

2.

3.モータOの±PのQRを5�mm～10�mmS0む
き、ZVの5をnTにOUT_A/B/C/D�(CN5)に
²aし、マイナスドライバでしっかり³/し
てVさい。

OUT_A A ()

OUT_B A (D)

OUT_C B (�)

OUT_D B (�)

リファレンスモータ

のGHI

U

V

W X

(nT：7しく<�されていないy�はモータが�
らないか、��l°がaれ´わるだけで、µYの¶
·にはなりません。)

4. ArduinoをUSBケーブルでPCに<�してVさ
い。

5. DCジャックにACアダプタを²aしてくださ
い。このとき、ACアダプタはセンタープラス
タイプであること、5!�"が9～32�V67で
あることを��してください。
ACアダプタの¸わりに��ケーブルを$�す
るy�はCN6に��ケーブル+/-を<�してV
さい。�$ケーブルは+/-の%&を'(わない
でください。(VCC�=�+, GND�=�-)

4.

CN6

CN55.

3.

http://www.onsemi.jp/
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GUIの�.�
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1. GUIショートカットアイコンをダブルクリッ
クしてGUIをF�し、COM<�をします

コンボボックスのドロップダウン�iでZ¹
$���なCOMが56されます。
Arduinoが<�されているy�、kpの[り
「Arduino�Micro�(COMx)」と56されますの
でそちらを4oし、「Connect」をuVしてく
ださい

2. ArduinoにLV8702のGUI�Arduinoプログラム
が�き>みされているy�は\�でLV8702の
タブにºり´わります

3.チップイネーブル»�の�/をします。 
チップイネーブル»�とはLV8702Vの 
¼»/�iモードをºり´える»�です。 
,「Operation」�… �iモード 
,「Standby」,… ¼»モード

4.½]lsと��l°を�/します

Excitation (����) 1ステップの���

Full step ステップK

Half step (Full−torque) ステップKのLM

Half step (Smooth) ステップKのLM

Quarter step ステップKの1/4

LV8702データシートの5(との�25はZVのと
おりです

GUI �� データシート��

Full step 2NOP

Half step (Full−torque) 1-2NOP(フルトルク)

Half step (Smooth) 1-2NOP

Quarter step W1-2NOP

http://www.onsemi.jp/
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Direction�(��l°)： 
,CW - 1��り 
,CCW - ¾1��り

※ ��l°はモータOの<�のElによって^な
ります

5.@Aモータ� の�/をします。

スライダもしくは¿のBoxの#Àを�iす
ることで@A� を⑩による��À(¬の
Box)の_ÁHで�/できます。 
�/Àは0.01�AÂみですが、ArduinoのEF
k、`0には�aがあります。

※ -ちkげ1にリファレンスモータおよび
&'アダプタに�わせた@A� 0.3[A]が�/さ
れており、}bÃで$�するy�はÄめて�/
する|;はありません。

6.ステップ'を�/します

'0を4oした¢、SetボタンをuVしてくださ
い。SetボタンをuVしないと�/されません。

※ ステップ'はモータによって^なります。 
��のリファレンスモータを$�するy�は
7.5°に�/してください。

ステップ'を�/することで、Motor �Speedの
「rpm」とTransfer�Unitの「Degree」が4o��にな
ります

7.���0をstep/sまたはrpm
Åで�/します

step/s (=pps)：モータE,��ÆÇのÈc# 
rpm：1¡あたりのモータの��#

ステッパモータはÉ¦�をdÊとし、%e���
0をfえる��には7しく��できず、Ëgした
り、Ì�したりします。
��のリファレンスモータ(@��)、&'ACアダ
プタ(12�V/1�A)を$�するy�はVの5をnTに��
�0を�/してください。

Full step 1~560 step/s 2~700 rpm

Half step
(Full−torque)

1~1120 step/s 1~700 rpm

Half step
(Smooth)

Quarter step 1~2240 step/s

8.��ÆÇhÆÍ�の
ÅとÀを�/します 
�/ÎÏをijすると��ÆÇのhÆをËg
します。

このときモータはËgし、トルクを�Ðしま
す。モータには��が�れ)けますので��
に*+が,-です。
[�をgめるときはFreeボタンをuVしてく
ださい。 
Ñ のタイミングでモータをËgしたいy�
は、0 (Infinity)を4oしてください。

f1：モータを10.���させるy�
Transfer Unit = Seconds
Transfer Time = 10 [seconds]

f2：モータÅkを100ステップ/ÒLさせるy�
Transfer Unit = Steps
Transfer Step = 100 [steps]

http://www.onsemi.jp/
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f3：モータを1800��させるy�
Transfer Unit = Degree
Transfer Angle = 180 [degree]

9. StartボタンをuVするとモータが��します
モータ��`に、 
Output Current (@Aモータ� )
Excitation (½]ls) 
Motor Speed (���0) 
をÒwするy�は、Ó�/ÀをÒw¢に 
StartボタンをuVすると¾Ôされます。 
Direction�(��l°)のÒwはÕÖStopボタン
でモータをËgさせてから、�/ÀをÒw
し、StartボタンをuVしてモータを£F�す
ることを&'します。
StopボタンをuVするとモータがËgし、 
トルクを�Ðして、モータlを³/します。
FreeボタンをuVするとモータがËgし、 
トルクを�い、JAによって\mに�きます
。 
モータにE×をさせたままÅkを�ちたいy
�や、モータをÕ1Ëgし、}じÅkから£
F�したいy�はStopボタンをuしてくださ
い。 
このとき、モータには��が�れ)けますの
で��に*+が,-です。

10.$�する��、モータのEFをaAします。
Supply Voltage： ��Øn�B 
MAX Supply Current： %Ù���  
Motor Rated Current： モータ/Ú�  
Motor Winding Resistance： モータコイルÛÜ 
Max Output Current Setボタン： 
k(4つの�/Àから%Ù@A� を�o
し、5.@Aモータ� の�/_Áに��がか
かり、よりKÝなモータ��が,えます。

11.eÞp��»�の�/をします。 
(フィードバックÆÇがK/して�@できない
ß�à、e�àではこの»�はi�しませ
ん。Full�Step�/1は»�の4oはできませ
ん。)
eÞp��»�とはモータ��や���0に
�わせてモータ� を\�qに%�Lする»
�です。この»�をONにすることで、Br�
Aの�s、tu、Ì�、vwのßsが��で
す。eÞp��»�は、ZVの3つのパラメ
ータでá�されています。

Efficiency... eÞp��»�のON/OFF
eÞp��»�ONのy�、モータ� は5.で

�/した��ÀZVの_Áで\�xâされま
す。

Drive�Margin... マージンxâ»� 
モータ����な%ã� からのマージンを
xâします。 
マージンをSmallに�/するy�、Br� は
%もãさくなりますが、äしの��Ò�に�
してブーストアップå�の�#がæくなるこ
とがあります。 
このため、��Ò�のyしいアプリケーショ
ンではマージンをÙきめに�/してくださ
い。

Drive Margin 0����� �����

Small QR

Rさい

S

T

Middle

Large

Boost Up...ブーストアップxâ»�
��Ò�などに�して、モータ��をzÐす
るため、モータ� をÉyに、Õ1qにç¦
するå�です。
ブーストアップ{をÙきくすると|��}è
は°kしますが、Ùきくしjぎると��K/
èがéくなります。
��K/èのéLはDrive�MarginをÙきくする
ことでêえることが@ëます

Boost Up ����� �� !�

Min S

T

U

V

Low

High

Max

12.リセット»�の�/をします。 
リセット»�とは、½]Åkをリセットし、
モータをロック~ìにする»�です。

「ON」 ... リセットON 
「OFF」 ... リセットOFF 

どちらも0�OFFとはなりません。

13.�BÀ�みíり»�
14.Ó�ステータス56»�
15. GUI��ºり´え
16. GUIツールチップ56
17. Help»� 
について、�しくはAppendix�(/01m)をn
2してください。

http://www.onsemi.jp/
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18. GUIの�� 
GUIの��は、IJ¬VのExitボタンuV、 
またはIJk<メニューバーのExitの 
クリックで,えます。

いずれかの�iを,うとV(のポップアップメッ
セージが56されます。

「はい」を4oするとGUIが��します。 
「いいえ」を4oするとGUIは��せず、メインI
Jにîります。
モータの��`に��すると、GUIがモータを 
ï�qにËgしてからウインドウを�じます。 
19.�GUIログの�� 
20.�GUIログのBð 
21.�プログラム�� 
については、GCGUIログの)�l.をn2してく
ださい。

http://www.onsemi.jp/
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GUIログの"#�

GUI�iでシリアルhÆを,う3、APIをどのよう
なÒ#でF�したのかログIJに56する»�を(
します。

i. ステップKのセット

19 2021

i. XYログ

ii. Startボタン["

iii. Stopボタン["

iv. Freeボタン["

ii. XYログ

iii. XYログ

iv. XYログ

19. GUIログの�� 
SAVE�(��)ボタンをuVすると、Z¹56さ
れているijログをtxtファイルまたはcsvファ
イルに��できます。

20. GUIログのBð 
CLEAR�(Bð)ボタンをuVすると、Z¹56
されているijログをBðします。

21.プログラム�� 
Generate�Program�(プログラム��)ボタンをu
Vすると、ログに56されたAPI{,ログを
Arduinoでそのまま)�できるプログラム
(.inoファイル)として@Aできます。 

@Aされた.inoファイルをArduinoに�き>む
ことで、GUI�iしたÊ�どおりにArduinoに
\�{,(スタンドアローン�i)させること
が��です。
Arduinoプログラム��»�の��は、
Appendix�(/01m) 21�Arduinoプログラム\
��� をn2してください。

http://www.onsemi.jp/
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$%&'

()*+のインストール

ZVのijはArduinoを1)せずに,ってくださ
い

Arduino IDEのインストール

1.W"サイトからダウンロードしたフォルダ 

にH*のArduinoIDEのインストーラー

を{,します^なるバ
ージョンでは7�に�iしない��èがあり
ますので、�バージョンを$�し、アップデ
ートもおñえください

2.V(IJが@Aされるので} するy�は 
「I�Agree」を4oします

3.V(はÒwする|;がありませんので
「Next」をuしてください

4.インストールするディレクトリを�/します
Hに�/する|;がなければそのまま
「Install」をuしてください

5. ArduinoIDEのインストール`に 
V(5つのUSBドライバーのインストールがお
こなわれますので(��})、いずれも 
「インストール」をuしてください 
� Arduino USB Driver 
� Genuino USB Driver 
� libusb-win32 
� Adafruit Industries LLCポート(COMとLPT)
� Linino ポート(COMとLPT)

6.V(CompletedIJが56され、
インストールが��となります

789101112

http://www.onsemi.jp/
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GUI,-$%
(»�タイトルの�Çはクイックスタートガイドの
「GUIの�il.」で6した�ÇとÕ�しています)
13. VREFPó�Bを�ります。 

READボタンをuVするとピンクのôに�B
Àが56されます。 
VREF…@Aモータ� õ��B 
5.@Aモータ� �/のõ�となる�Bを5
6します。 
VREF = (@Aモータ� )�× 5 × 0.22 �

14.Ó�ステータス56»� 
LV8702のÓPó(DST1,DST2,MONI)の@Aか
ら、LV8702が�@しているÓ�ステータスを
Vいランプとカウンターで56します。
Real�Time�UpdateをONにしたy�はÓPóの
@Aを/ÍqにReadして56します。
Close�to�Stall、Stall�Detectedに
しては⑪eÞ
p��»�の�/でEfficiency�=�Highのときに
(Þで、t�した�#をボックスHに56し
ます。 
このカウント#はClearボタンuVによりリセ
ットされます。(%Ùカウント#=255)
Real�Time�UpdateをOFFにしたy�はReadボタ
ンをuVしたタイミングの~ìを56しま
す。

Normal: 
7�~ì(DST1:H, DST2:H)

Close to Stall: 
�xのö�èを��qに�@
(DST1:H, DST2:L)

Stall Detected:
�x~ìを��qに�@
(DST1:L, DST2:H)

Warning: 
OUTPóの���、�GND、�OUTPó�シ
ョート~ìまたはICju~ìを�@
(DST1: L, DST2: L)

Step Pulse Receive Error:
LV8702のSTEPaAPóへのノイズ�び>み
などにより�じた、モータのÅkずれを�@
(MONI)

Warningについて 
ju��»�がi�したy�、ÝOUTがOFF
し、モータがËgします。これにより�0が
ßVするとWarning~ìは�8され、モータ�
�が£)します。
OUTPóショート��»�がi�したy�、
ÝOUTがOFFし、モータがËgします。 
この~ìはChip Enable/Disableを 
Operation→Standby→Operation 
とºり´えることでリセットできます。

15. GUI��ºり´え

¿kのメニューにより、56��のºり´え
が,えます。
��がÒwされる��はタブエリアZJで、
ツールチップ(¢�)とログIJとなります。

タブエリアは\]^_が 

されません(`]@abc)

http://www.onsemi.jp/
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16. GUIツールチップ56 
�GUIツールはIJ�iにより、USBシリア
ルにhÆを,い、ArduinoHのAPIを{,させ
ます。

IJ�iをすると、どのAPIを{,すること
になるのかツールチップにてヒントを56す
る»�を(しています。

ツールチップの56はメニュー�iで
ON/OFFºり´えが��です。

17. Help»� 
Helpメニューより、GUI、APIのバージョン8
9、シリアル[Æの��が��できます。

About4o1はV(のダイアログが56され
ます。

181920

�7�

GUIツール
バージョンef

APIバージンef

SerialPort4o1はV(のダイアログによ
り、シリアル[Æのú;が56されます。

21. Arduinoプログラム\��� 
Arduinoプログラム\���»�を)�してユ
ーザのGUI�iによるAPIの{,ログを
Arduinoで)�できるプログラム
(.inoファイル)として@Aすることが��で す
@Aされた.inoファイルをArduinoに�き>む
ことで、ユーザがGUI�iしたÊ�どおりに
Arduinoをスタンドアローン�iさせることが
��です。

1)�Arduinoプログラムの��と�き>み 
「プログラム��(Generate�Program)」をuV
し、ファイル��ダイアログを)いてくださ
い。

Ñ のディレクトリを4oし、「��」をu
Vしてください。 
(f：デスクトップ または
ライブラリ￥ドキュメント)
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LV8702VSLDGEVK

www.onsemi.jp
16

はGUI�iする3に 
$�するプログラムですので、このファイル
とはûファイルに��してください。

��されたArduinoプログラムをダブルクリッ
クし、ArduinoIDEを-ちkげます。

Arduinoに�して、GUIとArduinoIDEを}1に
<�することはできません。
Arduinoプログラムを�き>むy�は、GUIを
��するか、GUIの「ºü(Disconnect)」をu
Vしてから、ArduinoIDEのijをEめてくだ
さい。

このあとのÊ�は、クイックスタートガイド
のP3「Arduinoプログラムのコンパイル
・Arduinoへの�き>み」をn2してくださ
い。

2)���されたArduinoプログラムの)�l. 
��されるプログラムのÓAPI�iの¢に
は、delay(0)が²aされます。
delay
#のý#(0)[※]をÒwすることでモー
タの��1�やÓAPI{,¢のインターバル
1�をユーザが\mにxâでき、よりþい[
りなスタンドアローン�iが��になりま
す。

※ 
Å 0[msec] (1000¡の1�) 
1�を�/するy�は(1000)をaA

[¼»1�のÒwf]

NOTE

�Hの��H� 
motorRotationDeg(10, 720.0, 0, 0)
:フルステップ、7�、10 Step/s、720 degの 
'0�/でモータ��スタート 
delay(5000): モータ��1�＝ 5000[msec] 

(5�) 
motorRotationStop():モータストップ

delayで�/した1�がijすると、�/した
'0、ステップ¡モータが�りきらなくて
も、Gのコマンドに�,します。
delayの�/が�いか0のままですと、 
コマンドが�1�でE,するため、 
モータ�iが��できません。

※ このdelay�/により、プログラム 
�き>み��¢、プログラム�き>み�みの 
y�はUSB<�¢、またはリセットボタン 
uV¢、5�ijしてからコマンドE,します。
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Figure 3. LV8702VSLDGEVB モジュール�./
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Table 1. LV8702モータドライバモジュール 01�

01�2 34 015 2 6�7 サイズ メーカ 815

IC1 1 モータドライバ − − SSOP44J オンセミコンダクター LV8702V

R1−2 2 チップjk 0.22 �,1 W ±5% 6432(2512Inch) KOA SR73W3AT**R22J

R3 1 チップjk 15 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**153J

R4 1 チップjk 100 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**104J

R5−11,
R18−19

9 チップjk 47 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**473J

R12−14, R16 4 チップjk 47 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**473J

R15 11 チップjk 12 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**123J

R17 1 チップjk 15 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**153J

R20 1 チップjk 100 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**104J

R21 1 チップjk TBD, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) TBD

R22 1 チップjk 27 k�, 0.1 W ±5% 1005(0402Inch) KOA RK73B1ET**273J

JP1−3 3 ジャンパー 0 �, 1 W ±20% 1005(0402Inch) KOA RK73Z1ET**

JP4 1 ジャンパー 0 �, 1 W ±20% 1005(0402Inch) KOA RK73Z1ET**

C1 1 �mコンデンサ 10 �F, 50 V ±20% 5 x 5.5 Wurth Electronik 865080642006

C2, C3, C5,
C6, C8

5 チップコンデンサ 0.1 �F, 100 V ±10% 1005(0402Inch) opq�r GRM155R62A104KE14D

C4 1 チップコンデンサ 1000 pF, 50 V ±5% 1005(0402Inch) opq�r GRM1555C1H102JA01J

C7 1 チップコンデンサ 150 pF, 50 V ±10% 1005(0402Inch) opq�r GRM1555C1H151JA01J

CN1A, 1B 1 ピンヘッダ 12 pins x 2 − 30.48 x 5.08 Wurth Electronik 61302421121

CN2 1 ピンヘッダ 12 pins − 30.48 x 2.54 Wurth Electronik 61301211121

PCB 1 PCB − 30.48 x 20.32

NOTE: �uでAした�vはqvwxyにはXzしていません。
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ボード�./ (2/2)

Figure 4. ONBB4AMGEVB ベースボード�./
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Table 2. ベースボード 01�

01�2 34 015 2 6�7 サイズ メーカ 815

D1 1 ダイオード − − SOD123 オン
セミコンダクター

MBR230LSFT1G

CN1,2 2 Arduino Micro.
コネクタ

− − ∅1.02 x17 −2.54 pitch |}~� FSS−41085−17

CN3 1 モジュール.コネクタ − − ∅1.02 x12 x2lines −2.54 pitch Wurth Electronik 61302421821

CN4 1 モジュール.コネクタ − − ∅1.02 x12 −2.54 pitch Wurth Electronik 61301211821

CN5,7,8 3 モータ��.コネクタ − − ∅1.1 x4 −3.5 pitch Wurth Electronik 691243110004

CN6 1 ����.コネクタ − − ∅1.1 x2 −3.5 pitch Wurth Electronik 691214110002S

J1 1 DCジャック − − 9.0 x 14.5 Wurth Electronik 694106301002

J2 1 UART.
ピンヘッダ

− − ∅1.1 x4 −2.54 pitch Wurth Electronik 61300411121

C1 1 �mコンデンサ 100 �F, 50 V ±10% − Wurth Electronik 860020674015

PCB 1 PCB − − 80 x 60

NOTE: ベースボードの�わりに����などを�.する��はVCC-GND9:;に�ずC1<=の�>コンデンサを?@してください。

���はモジュールの��、��の��となります。
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ADDITIONAL INFORMATION
TECHNICAL PUBLICATIONS:
Technical Library: www.onsemi.com/design/resources/technical−documentation
onsemi Website: www.onsemi.com

ONLINE SUPPORT: www.onsemi.com/support
For additional information, please contact your local Sales Representative at
www.onsemi.com/support/sales

onsemi,  , and other names, marks, and brands are registered and/or common law trademarks of Semiconductor Components Industries, LLC dba “onsemi” or its affiliates
and/or subsidiaries in the United States and/or other countries. onsemi owns the rights to a number of patents, trademarks, copyrights, trade secrets, and other intellectual property. A
listing of onsemi’s product/patent coverage may be accessed at www.onsemi.com/site/pdf/Patent−Marking.pdf. onsemi is an Equal Opportunity/Affirmative Action Employer. This
literature is subject to all applicable copyright laws and is not for resale in any manner.

The evaluation board/kit (research and development board/kit) (hereinafter the “board”) is not a finished product and is not available for sale to consumers. The board is only intended
for research, development, demonstration and evaluation purposes and will only be used in laboratory/development areas by persons with an engineering/technical training and familiar
with the risks associated with handling electrical/mechanical components, systems and subsystems. This person assumes full responsibility/liability for proper and safe handling. Any
other use, resale or redistribution for any other purpose is strictly prohibited.

THE BOARD IS PROVIDED BY ONSEMI TO YOU “AS IS” AND WITHOUT ANY REPRESENTATIONS OR WARRANTIES WHATSOEVER. WITHOUT LIMITING THE FOREGOING,
ONSEMI (AND ITS LICENSORS/SUPPLIERS) HEREBY DISCLAIMS ANY AND ALL REPRESENTATIONS AND WARRANTIES IN RELATION TO THE BOARD, ANY
MODIFICATIONS, OR THIS AGREEMENT, WHETHER EXPRESS, IMPLIED, STATUTORY OR OTHERWISE, INCLUDING WITHOUT LIMITATION ANY AND ALL
REPRESENTATIONS AND WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE, NON−INFRINGEMENT, AND THOSE ARISING FROM A
COURSE OF DEALING, TRADE USAGE, TRADE CUSTOM OR TRADE PRACTICE.

onsemi reserves the right to make changes without further notice to any board.

You are responsible for determining whether the board will be suitable for your intended use or application or will achieve your intended results. Prior to using or distributing any systems
that have been evaluated, designed or tested using the board, you agree to test and validate your design to confirm the functionality for your application. Any technical, applications or
design information or advice, quality characterization, reliability data or other services provided by onsemi shall not constitute any representation or warranty by onsemi, and no additional
obligations or liabilities shall arise from onsemi having provided such information or services.

onsemi products including the boards are not designed, intended, or authorized for use in life support systems, or any FDA Class 3 medical devices or medical devices with a similar
or equivalent classification in a foreign jurisdiction, or any devices intended for implantation in the human body. You agree to indemnify, defend and hold harmless onsemi, its directors,
officers, employees, representatives, agents, subsidiaries, affiliates, distributors, and assigns, against any and all liabilities, losses, costs, damages, judgments, and expenses, arising
out of any claim, demand, investigation, lawsuit, regulatory action or cause of action arising out of or associated with any unauthorized use, even if such claim alleges that onsemi was
negligent regarding the design or manufacture of any products and/or the board.

This evaluation board/kit does not fall within the scope of the European Union directives regarding electromagnetic compatibility, restricted substances (RoHS), recycling (WEEE), FCC,
CE or UL, and may not meet the technical requirements of these or other related directives.

FCC WARNING – This evaluation board/kit is intended for use for engineering development, demonstration, or evaluation purposes only and is not considered by onsemi to be a finished
end product fit for general consumer use. It may generate, use, or radiate radio frequency energy and has not been tested for compliance with the limits of computing devices pursuant
to part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against radio frequency interference. Operation of this equipment may cause interference with radio
communications, in which case the user shall be responsible, at its expense, to take whatever measures may be required to correct this interference.

onsemi does not convey any license under its patent rights nor the rights of others.

LIMITATIONS OF LIABILITY: onsemi shall not be liable for any special, consequential, incidental, indirect or punitive damages, including, but not limited to the costs of requalification,
delay, loss of profits or goodwill, arising out of or in connection with the board, even if onsemi is advised of the possibility of such damages. In no event shall onsemi’s aggregate liability
from any obligation arising out of or in connection with the board, under any theory of liability, exceed the purchase price paid for the board, if any.

The board is provided to you subject to the license and other terms per onsemi’s standard terms and conditions of sale. For more information and documentation, please visit
www.onsemi.com.
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